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文化財のカビ被害予防と対策のシステム化についての研究（①保修02-12-2/5）

目　　的

高温多湿なわが国において、文化財のカビの問題は非常に深刻である。カビの被害の原因は、主に水分、

栄養分によるもので、文化財の材質やそれらがおかれている環境によっても被害状況やカビの種類は異な

る。博物館等の施設においては、大規模燻蒸が年々難しくなっており、大規模な被害を起こさないようにす

る予防の徹底、カビの被害がおきてしまったときの系統的な対応について、具体的な流れを示し、普及する

ことが急務である。さらに2011年３月に東北で起きた大震災によって津波などで被災した文化財をはじめ、

歴史的建造物等の県境制御が難しい場所において大規模被害を起こさないような予防法、系統的な対応につ

いて具体的な流れを示し、普及をめざす。

成　　果

１．被災文化財に発生した微生物被害の状況および原因微生物の調査：被災文化財に発生した微生物被害の

状況をとりまとめ、発生しやすかった主な微生物の種類や性質などについて調査研究を実施した。津波の

海水に含まれる塩分によって、カビなどの微生物被害は淡水の場合よりも起きにくい傾向が明らかにあっ

た一方で、長期間湿っていたものでは、特徴的な黒色・赤色の被害がみられ、健康被害をおこすといわれ

るスタキボトリス属のカビなどが広範にみられることがわかった。このことを受け、カビが発生した被災

資料を取り扱う場合の注意点についての広報にも努めた。また、津波で被災した掛け軸に発生したカビに

ついても調査を実施した。

２．被災した紙質文化財の初期対応法であるスクウェルチ・ドライイング法の詳細な検討：2002年のプラハ

洪水の際に書籍のレスキュー法として適用されたスクウェルチ・ドライイング法について、この処置法を

実施したのちに、津波（海水）で被災した文書から塩分がどの程度除去されるかについて、絶乾状態にし

たときの残留塩分の質量を測る方法、および紙から抽出した塩分を測る方法で検討を進めた。

３．古墳環境など、環境制御が難しい現場における微生物の制御に関する検討：古墳環境において、紫外線

などによる環境の微生物制御の対策とあわせ、浮遊菌、付着菌調査を引き続き実施し、対策の効果を検証

するための基礎データを集積している。また、寺社などの収蔵庫・展示室におけるカビの防止対策につい

て検討した。さらに、歴史的木造建造物の劣化の特徴と維持管理上の問題点について所見をとりまとめる

とともに、薬剤の穿孔注入による薬剤の浸透度の試験を行った。屋内・屋外それぞれの環境下における微

生物劣化やその対策、微生物の調査法については、2012年12月に開催した生物被害をテーマとした国際研

究集会の際に、研究所からの成果を公開するとともに、海外の研究者と積極的な研究交流を行った。
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